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No.182

進学実績向上

個に応じた指導と
基礎・基本の定着を徹底し
学校全体の底上げを図る

◎１９２６年創立の沼津淑徳女学院を母
体とする。「至誠・創造・奉仕」を校
訓として、人間教育、大学進学教育、
国際理解教育を柱とした教育を展開。
２００２年にはバイリンガルクラスが国際バ
カロレア機構からインターナショナル・バ
カロレア・プログラムの認可を受けた。

国公立大は、北海道大、東北大、東京大、
浜松医科大、名古屋大、大阪大、神戸大、
九州大、静岡県立大などに５４人が合格。
私立大は、青山学院大、慶應義塾大、
国際基督教大、上智大、法政大、明治大、
早稲田大、同志社大、立命館大、関西
学院大などに延べ４６５人が合格。

設立

形態

生徒数

1２年度入試合格実績（現浪計）

1983（昭和58）年

全日制／普通科／共学

１学年約180人

住所
　

電話

Web Site

〒410-0011
静岡県沼津市岡宮字中見代1361-1

055-924-1900

182
指導変革の

成果実践背景

◎中学校で優秀な生
徒が内部進学せず、
公立進学校へ進むな
どの影響により、難
関大の合格実績が安
定しなかった

変革のステップ

◎東京大志望者専門
の講座、模試の復習、
朝学習による基礎・
基本の定着で、全学
力層の学力向上を図
る

◎７年連続で東京大
合格者が出る。国公
立大や難関私立大の
合格者数増加が生徒
や教師の自信につな
がる

http://www.katoh-net.ac.jp/GyoshuHS/

静岡県・私立

加藤学園暁秀高校・中学校
ぎょう しゅう

　

静
岡
県
沼
津
市
に
位
置
す
る
加
藤
学
園
暁ぎ

ょ
う

秀し
ゅ
う

高

校
・
中
学
校
が
、
指
導
改
革
に
着
手
し
た
の
は
７
年

前
。
同
校
は
難
関
大
や
医
学
部
の
合
格
者
を
年
々
増
や

し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
教
師
個
々
の
努
力
に
よ
る
手
厚

い
指
導
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
東
京
大
合
格
者
は

４
年
に
１
人
出
る
程
度
で
実
績
は
安
定
し
て
い
な
か
っ

た
。
中
学
校
で
成
績
上
位
の
生
徒
が
高
校
に
内
部
進
学

せ
ず
、
公
立
の
進
学
校
に
進
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
進
路

指
導
部
長
も
務
め
る
岩い

わ

﨑ざ
き

巳み

貴き

男お

教
頭
は
こ
う
話
す
。

　
「
公
立
の
上
位
校
と
比
べ
て
、
本
校
の
進
学
実
績

に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
保
護
者
が
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
高
い
志
望
を
掲
げ
る
生
徒
の
意
欲
に
応
え

る
た
め
に
は
、
毎
年
東
京
大
の
合
格
者
が
出
る
よ
う

な
指
導
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
は
、
教

師
個
人
の
力
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
組
織
的
に
指
導

す
る
体
制
が
必
要
で
し
た
」

　

東
京
大
志
望
者
の
指
導
は
、
学
級
担
任
が
教
科
担
任

と
連
携
し
て
特
別
補
習
を
行
う
形
で
進
め
て
い
た
た

め
、
学
級
担
任
の
精
神
的
な
負
担
が
大
き
か
っ
た
。
進

路
指
導
部
の
大
場
潤
先
生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
学
級
担
任
が
模
試
の
結
果
を
見
て
、
東
京
大
が

狙
え
る
と
思
う
生
徒
を
見
付
け
、
弱
点
と
な
る
教
科

の
担
任
に
補
習
を
お
願
い
し
て
学
力
を
伸
ば
し
て
も

ら
う
と
い
う
方
法
で
、
東
京
大
合
格
者
を
出
し
て
い

ま
し
た
。
組
織
的
な
指
導
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
弱

中
学
校
の
成
績
上
位
層
が

高
校
進
学
時
に
公
立
進
学
校
へ
流
出
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点
科
目
を
克
服
で
き
ず
、
科
目
に
よ
っ
て
実
力
の
伸

び
に
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　

転
機
は
７
年
前
に
訪
れ
た
。
岩
﨑
教
頭
の
提
案
に
よ

り
、
東
京
大
対
策
担
当
の
教
師
を
５
教
科
で
選
抜
し
、

個
別
指
導
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
生
徒
の
力
が
ぐ
ん
ぐ
ん

伸
び
、
東
京
大
合
格
を
果
た
し
た
。
教
師
た
ち
は
組
織

力
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
、
こ
の
方
法
を
定
着
さ

せ
れ
ば
安
定
し
た
実
績
を
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
自
信
を
得
た
。
以
降
、毎
年
改
善
を
し
な
が
ら
、

東
京
大
対
策
担
当
の
教
師
に
よ
る
組
織
的
な
指
導
を
継

続
し
て
い
る
。
そ
の
流
れ
は
次
の
通
り
だ
。

　

２
年
生
の
３
学
期
に
、
進
路
指
導
部
と
学
年
団
が
模

試
の
成
績
な
ど
を
基
に
東
京
大
を
目
指
せ
そ
う
な
生
徒

に
声
を
掛
け
、
本
人
と
保
護
者
の
意
思
を
確
認
し
た
上

で
、
３
月
中
に
東
京
大
志
望
者
を
決
定
。
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、
進
路
指
導
部
が
学
年
を
問
わ
ず
中
高
の
全
教
師

の
中
か
ら
東
京
大
対
策
に
当
た
る
教
師
と
し
て
、国
語
・

数
学
・
英
語
は
各
２
人
、
理
科
（
地
学
を
除
く
）・
地
歴
・

公
民
は
各
科
目
１
人
、
計
十
数
人
を
選
抜
す
る
。

　

そ
し
て
、３
年
生
の
４
月
に
放
課
後
講
習
が
始
ま
る
。

元
々
、
３
年
生
は
全
員
が
放
課
後
に
講
習
を
受
け
て
お

り
、東
京
大
講
習
も
そ
の
一
環
だ
。
１
日
１
教
科
ず
つ
、

１
週
間
に
５
教
科
を
実
施
し
、
数
学
と
英
語
は
連
続
２

コ
マ
行
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
を
年
末
ま
で
続
け
、
セ

ン
タ
ー
試
験
後
は
個
別
指
導
に
切
り
替
え
る
。

　

受
験
勉
強
を
乗
り
切
る
に
は
、
生
徒
の
精
神
面
の
ケ

ア
も
欠
か
せ
な
い
。
東
京
大
講
習
の
担
当
教
師
は
、
模

試
の
結
果
が
出
る
度
に
「
ス
タ
ッ
フ
会
議
」
を
開
く
。

「
８
月
ま
で
に
Ｃ
判
定
に
上
げ
た
い
」「
英
語
は
よ
い
が
、

数
学
が
弱
い
の
で
伸
ば
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
成
績
に

か
か
わ
る
情
報
の
他
、
生
活
状
況
や
精
神
面
の
様
子
も

共
有
す
る
。
英
語
担
当
の
鈴
木
美
和
子
教
頭
は
、
精
神

面
の
支
援
の
大
切
さ
を
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
「
入
試
が
近
付
く
に
つ
れ
て
、
生
徒
の
意
欲
は
ど

ん
ど
ん
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
あ
え
て
教
師
が

課
題
を
出
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
精

神
面
の
支
援
で
す
。
こ
の
時
期
、
生
徒
は
自
分
で
課

題
を
見
付
け
て
頻
繁
に
質
問
に
来
ま
す
が
、
そ
れ
は

不
安
の
裏
返
し
で
も
あ
り
ま
す
。
勉
強
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
自
分
の
足
り
な
い
部
分
が
見
え
て
く
る
の
で

不
安
に
駆
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
時
は
あ
ま
り

難
し
い
こ
と
は
言
わ
ず
に
、
基
礎
の
見
直
し
を
促
し

た
り
、『
こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
』
と
言
っ
て
安
心
さ

せ
た
り
し
ま
す
」

　

ス
タ
ッ
フ
会
議
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
精
神
面
の
情
報

も
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
声
掛
け
や
課
題
量
の
調

整
な
ど
が
し
や
す
く
な
っ
た
。
教
師
が
与
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
励
ま
し
支
え
る
こ
と
が
、
生
徒
に
と
っ
て
何

よ
り
も
心
強
い
受
験
指
導
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

東
京
大
合
格
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、
そ
の
前
に
東

京
大
を
目
指
そ
う
と
思
う
生
徒
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
の
１
つ
が
「
東
大
見
学
」

だ
。
２
年
生
の
夏
休
み
に
希
望
者
を
募
っ
て
東
京
大
を

訪
れ
、
卒
業
生
の
現
役
東
大
生
に
学
内
を
案
内
し
て
も

ら
う
。
東
京
大
を
間
近
に
見
て
、
先
輩
か
ら
直
接
、
大

加
藤
学
園
暁
秀
高
校
・
中
学
校

大
場
潤
　お
お
ば
・
じ
ゅ
ん

教
職
歴
・
同
校
赴
任
歴
共
に
24
年
。
１
学
年
担
任
、
進

路
指
導
部
。「
授
業
が
ま
ず
大
切
。
面
談
で
は
、
生
徒
の

こ
と
を
思
っ
て
話
せ
ば
、
思
い
は
必
ず
伝
わ
る
」

加
藤
学
園
暁
秀
高
校
・
中
学
校

市
川
成
美
　い
ち
か
わ
・
し
げ
み

教
職
歴
・
同
校
赴
任
歴
共
に
21
年
。
１
学
年
担
任
、
進

路
指
導
部
。「
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
真
摯
に
向
き
合
い
、

自
ら
の
人
生
を
切
り
開
く
力
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
」

東
京
大
対
策
担
当
の
教
師
に
よ
っ
て

学
習
・
精
神
の
両
面
で
生
徒
を
指
導

加
藤
学
園
暁
秀
高
校
・
中
学
校

井
堀
賢
　い
ほ
り
・
け
ん

教
職
歴
19
年
。同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。３
学
年
担
任
、

進
路
指
導
部
副
部
長
。「
自
分
自
身
が
向
上
心
を
持
っ
て

学
び
続
け
る
」

加
藤
学
園
暁
秀
高
校
・
中
学
校
教
頭

鈴
木
美
和
子
　す
ず
き
・
み
わ
こ

教
頭
２
年
目
。「
授
業
で
生
徒
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
に
全

力
を
注
ぐ
」

加
藤
学
園
暁
秀
高
校
・
中
学
校
教
頭

岩
﨑
巳
貴
男
　い
わ
ざ
き
・
み
き
お

教
頭
３
年
目
。
進
路
指
導
部
長
。「
授
業
開
始
は
５
分
前

行
動
、
終
了
は
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
を
心
掛
け
て
い
る
」

先
輩
の
実
績
が
後
輩
に

受
験
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を
与
え
る
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学
生
活
や
受
験
の
体
験
を
聞
く
中
で
、
生
徒
は
先
輩
を

誇
ら
し
く
思
い
、大
学
生
活
へ
の
憧
れ
を
強
め
て
い
く
。

　

正
し
い
情
報
提
供
も
欠
か
せ
な
い
。
毎
年
４
月
に
開

く
「
東
大
講
座
」
で
は
、
３
年
生
の
東
京
大
志
望
者
と

２
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、
学
校
の
指
導
体
制
を
伝

え
る
と
共
に
、
東
京
大
合
格
の
た
め
の
心
得
と
し
て
、

入
試
に
お
け
る
１
点
の
重
み
を
伝
え
、
基
礎
の
重
要
性

を
説
き
、受
験
に
向
け
て
気
持
ち
を
引
き
締
め
さ
せ
る
。

進
路
指
導
部
副
部
長
の
井
堀
賢
先
生
は
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

　
「
東
京
大
へ
の
思
い
は
あ
っ
て
も
、
正
確
な
情
報

を
知
ら
な
い
た
め
に
諦
め
て
し
ま
う
生
徒
も
い
ま

す
。
東
京
大
の
入
学
定
員
は
１
０
０
人
く
ら
い
だ
と

思
い
、
自
分
は
と
て
も
合
格
で
き
な
い
と
思
い
込
ん

で
い
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
東
京
大
は
単
に
難
易
度

が
高
い
の
で
は
な
く
、
設
備
が
充
実
し
、
奨
学
金
も

手
厚
い
こ
と
を
伝
え
る
と
、
そ
れ
を
励
み
に
頑
張
る

生
徒
も
い
ま
す
。
正
し
い
情
報
を
届
け
、
生
徒
の
志

望
や
決
意
を
具
体
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
受
験
に
向
か

う
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

一
連
の
対
策
の
結
果
、
改
革
を
始
め
た
05
年
度
か
ら

連
続
７
年
間
で
東
京
大
合
格
者
が
出
た
。
今
で
は
、
１

年
次
か
ら
東
京
大
を
目
標
に
据
え
る
生
徒
も
増
え
て
い

る
。
１
学
年
担
任
の
市
川
成し

げ

美み

先
生
は
い
う
。

　
「
改
革
を
始
め
た
当
初
は
、
教
師
の
方
か
ら
東
京

大
志
望
へ
誘
導
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
11
年

度
の
卒
業
生
に
は
１
年
次
か
ら
自
ら
東
京
大
を
志
望

す
る
生
徒
が
何
人
か
い
ま
し
た
。
中
学
校
時
代
か
ら

毎
年
先
輩
が
東
京
大
に
合
格
す
る
の
を
見
て
、
東
京

大
を
身
近
に
感
じ
、『
自
分
に
も
出
来
る
』
と
自
信

を
深
め
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

学
校
の
取
り
組
み
は
、
成
績
最
上
位
層
向
け
だ
け
で

は
な
く
、
中
・
下
位
層
を
含
め
た
、
あ
ら
ゆ
る
学
力
層

に
対
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
１
つ
が
、
希
望
者
を
対
象
に
、
国
公
私
立
を
問

わ
ず
志
望
大
に
応
じ
た
個
別
指
導
を
行
う
「
個
別
大
学

対
策
講
習
」
だ
。
特
徴
は
、
生
徒
自
ら
が
指
導
を
受
け

る
教
師
を
指
名
す
る
点
で
、
例
え
ば
、
国
語
、
世
界
史
、

英
語
が
受
験
科
目
の
生
徒
は
、
該
当
す
る
教
師
を
そ
れ

ぞ
れ
１
人
ず
つ
指
名
し
、
指
導
を
受
け
る
。
指
名
で
き

る
の
は
、
３
年
生
担
当
に
限
ら
ず
、
中
学
校
も
含
め
た

全
教
師
だ
。
例
年
、
セ
ン
タ
ー
試
験
受
験
者
の
９
割
に

当
た
る
１
０
０
人
強
が
個
別
大
学
対
策
講
習
を
申
し
込

む
。

　

指
導
の
内
容
は
教
師
に
任
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
個
々

に
添
削
指
導
を
す
る
教
師
も
い
れ
ば
、
複
数
の
生
徒
を

集
め
て
講
義
形
式
で
過
去
問
の
解
説
を
行
う
教
師
も
い

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
教
師
は
複
数
の
大
学
・
学
部
の

受
験
指
導
を
同
時
に
行
う
た
め
、
入
試
に
関
す
る
幅
広

い
知
識
と
指
導
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
個
別
大
学
対
策
講
習
の
期
間
は
、
私
た
ち
教
師

に
も
猛
勉
強
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
指
名
を
し
て
く
れ

た
生
徒
の
志
望
校
の
入
試
問
題
を
解
い
た
り
、
出
題

の
傾
向
を
調
べ
た
り
、
更
に
は
小
論
文
の
添
削
や
模

擬
面
接
も
行
い
ま
す
。
生
徒
を
指
導
す
る
一
方
で
、

実
は
教
師
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
結
び
付
い
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
」（
大
場
先
生
）

　

入
試
本
番
を
控
え
、
生
徒
が
勉
強
し
て
い
る
仲
間
の

姿
に
刺
激
を
受
け
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲
気
が

生
ま
れ
る
の
も
、
こ
の
講
習
の
メ
リ
ッ
ト
の
１
つ
だ
。

　
「
こ
の
時
期
の
生
徒
は
皆
、
不
安
と
焦
り
を
抱
え

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
に
来
て
、
友
だ
ち

が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
た
り
、
教
師
に
励
ま
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。
前
期
日
程
で
不

合
格
だ
っ
た
生
徒
は
、
家
庭
学
習
で
は
気
持
ち
の
切

り
替
え
が
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
学
校
で
受

け
た
周
囲
の
励
ま
し
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
市

川
先
生
）

　

日
々
の
授
業
や
補
習
を
通
し
て
基
礎
・
基
本
の
徹
底

を
図
っ
て
い
る
の
も
、
同
校
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

中
で
も
重
視
す
る
の
が
テ
ス
ト
の
解
き
直
し
だ
。
定

期
考
査
と
模
試
で
間
違
え
た
問
題
は
全
て
、「
模
試
直

し
ノ
ー
ト
」
に
も
う
一
度
解
い
て
提
出
す
る
。
間
違
え

た
問
題
を
ま
と
め
て
ノ
ー
ト
に
残
し
て
お
け
ば
、
苦
手

分
野
の
把
握
や
振
り
返
り
の
際
に
役
立
つ
。
更
に
、
ノ

模
試
の
解
き
直
し
と
朝
学
習
で

中
・
下
位
層
の
学
力
向
上
を
図
る

「
個
別
大
学
対
策
講
習
」で

個
に
応
じ
た
指
導
を
徹
底
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ー
ト
の
冊
数
が
増
え
て
い
け
ば
、
自
分
の
努
力
が
目
に

見
え
る
形
で
分
か
り
、
自
信
に
も
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
10
年
前
か
ら
全
校
で
実
施
し
て
い
る
10
分
間

の
朝
学
習
も
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
に
は
有
効
だ
。
１

時
限
目
の
冒
頭
か
ら
授
業
に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
よ

う
、
朝
礼
前
の
10
分
間
を
学
習
の
時
間
と
し
た
の
が
始

ま
り
だ
。
内
容
は
学
年
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
多
く
が

基
礎
・
基
本
事
項
の
定
着
を
確
認
す
る
プ
リ
ン
ト
だ
。

例
え
ば
、
１
年
生
で
は
国
語
、
数
学
、
英
語
を
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
で
取
り
組
む
。
内
容
は
成
績
中
・
下
位
層
に

焦
点
を
絞
り
、
国
語
は
漢
字
や
古
典
文
法
、
数
学
は
計

算
問
題
、
英
語
は
英
単
語
や
文
法
な
ど
の
定
着
度
を
確

認
す
る
も
の
で
、
各
教
科
で
作
成
す
る
。
添
削
は
、
解

答
を
配
っ
て
生
徒
自
身
に
行
わ
せ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、

回
収
し
て
学
級
担
任
が
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
場
合
も

あ
る
。
市
川
先
生
は
後
者
で
あ
る
。

　
「
本
当
に
進
み
た
い
大
学
が
決
ま
っ
た
時
、
学
力

が
足
り
な
く
て
諦
め
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
思

い
は
さ
せ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
の
選
択
肢
を
広

げ
て
お
く
た
め
に
は
、
低
学
年
時
に
基
礎
・
基
本
を

固
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
毎
朝
の
課
題
を
負

担
に
感
じ
る
生
徒
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
が
頑

張
り
時
だ
か
ら
確
実
に
基
礎
・
基
本
を
身
に
付
け
よ

う
と
言
っ
て
励
ま
し
て
い
ま
す
」

　

改
革
の
成
果
は
、着
実
に
進
学
実
績
に
表
れ
て
い
る
。

東
京
大
の
合
格
者
が
毎
年
出
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で

な
く
、
個
別
大
学
対
策
講
習
や
朝
学
習
な
ど
で
全
体
の

底
上
げ
を
図
っ
た
結
果
、
国
公
立
大
や
医
学
部
、
難
関

私
立
大
の
合
格
者
も
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。

　
「
以
前
は
、
難
関
大
に
つ
い
て
は
、
成
績
上
位
層

だ
け
が
頑
張
れ
ば
よ
い
と
い
う
意
識
の
先
生
方
も
い

ま
し
た
。今
は
特
定
の
ク
ラ
ス
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

複
数
の
ク
ラ
ス
か
ら
東
京
大
を
始
め
と
す
る
難
関
大

の
合
格
者
が
出
て
お
り
、
先
生
方
の
間
に
も
自
信
が

芽
生
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
結
果
を
更
に
進
化

さ
せ
る
た
め
に
、
公
立
の
進
学
校
に
匹
敵
す
る
実
績

を
上
げ
、
学
校
と
し
て
も
う
１
ラ
ン
ク
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
岩
﨑
教
頭
）

　

一
方
、
課
題
と
感
じ
て
い
る
の
は
、
生
徒
の
主
体
性

の
向
上
で
あ
る
。

　
「
本
来
な
ら
ば
、『
東
大
講
座
』
や
『
個
別
大
学
対

策
講
習
』な
ど
で
教
師
が
手
厚
く
指
導
し
な
く
て
も
、

生
徒
が
進
路
実
現
に
向
け
て
自
ら
努
力
す
る
力
を
育

て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
生
徒
の
自
主
独
立
の
心
構

え
を
ど
の
よ
う
に
養
っ
て
い
く
か
。
特
に
、成
績
中
・

下
位
層
を
中
心
に
指
導
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
鈴
木
教
頭
）

　

更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
た
め
の
同
校
の
改
革
は
、
こ

れ
か
ら
が
本
番
だ
。

進研模試やスタディーサポート、定期考査は実施後に解き直しをさせるだけでな
く、どこが良くてどこが悪かったのかを記述させる。言語化によって課題を明確
にし、次の試験に向けたステップにするのが狙い
＊学校資料をそのまま掲載

「スタディーサポートの振り返り」（例）図

生
徒
の
主
体
性
を
い
か
に

高
め
る
か
が
今
後
の
課
題
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